
真
心

六
月

学
校
だ
よ
り

令
和
三
年
六
月
一
日
発
行

三
島
市
立
南
中
学
校

校
長

野
口
厚

昭
和
二
十
二
年
開
校

旧
三
島
市
立
第
一
中
学
校

校
訓
：「
自
治
・協
同
・敬
愛
」

晴
れ
の
日
で
も
太
平
洋
高
気
圧
が
張
り
出

し
、
初
夏
を
感
じ
ま
す
。
南
中
生
は
文
武
両

道
、
生
き
生
き
と
過
ご
し
て
い
ま
す
。

五
月
号
で
は
、
南
中
の
新
時
代
教
育
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。

六
月
号
で
は
、
「
学
校
は
秘
密
の
花
園
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

話
し
は
古
く
な
り
ま
す
が
、
終
戦
直
後
か

ら
「
開
か
れ
た
学
校
」が
叫
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

現
在
、
「
学
校
は
誰
の
も
の
か
」
と
問
わ
れ

た
ら
、
そ
れ
は
地
域
の
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
南
中
に
は
本
年
度
、
学
校
運
営

協
議
会
が
正
式
に
発
足
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
保
護
者
と
地
域
の
代
表
者
十

人
で
構
成
さ
れ
、
校
長
が
提
案
す
る
学
校

の
方
針
や
教
育
課
程
を
、
皆
で
協
議
し
、
修

正
し
、
承
認
し
て
い
く
組
織
で
す
。

す
で
に
、
昨
年
度
、
準
備
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
学
校
の
重
点
目
標
「
五
育
」
を
承
認

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
五
月
八
日
に
臨
時
に
学
校
運
営
協

議
会
が
開
催
さ
れ
、
一
年
生
と
二
年
生
の

宿
泊
行
事
の
実
施
及
び
、
六
月
の
授
業
参

観
と
部
活
動
参
観
に
つ
い
て
、
協
議
し
、
承

認
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
長
は
、
学
校
の
諸
事
情
に
精
通
し
て
い

る
長
澤
禎
文
様
で
、
抜
群
の
調
整
力
で
協
議

を
進
め
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

今
後
は
、
年
間
三
回
の
開
催
を
予
定
し
、

学
校
の
教
育
活
動
を
三
期
に
分
け
て
検
証

改
善
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
学
校
が
地
域
の
民
意
に

よ
っ
て
正
し
い
ベ
ク
ト
ル
で
運
営
さ
れ
て
い
く

こ
と
が
、
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
し
な
い
決
め
手
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

命
を
考
え
る
日
を
開
催
す
る

五
月
十
四
日
、
「命
を
考
え
る
日
」
を
開

催
し
、
全
校
生
徒
が
貴
重
な
体
験
を
し
ま

し
た
。

①
一
年
生
：

自
衛
隊
員
か
ら
危
険
か
ら
身
を
守
る

た
め
の
行
動
や
土
嚢
の
作
り
方
を
教
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。

②
二
年
生
：

県
防
災
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
ジ
ュ
ニ
ア
防

災
士
の
資
格
取
得
の
た
め
の
講
座
を
受

け
ま
し
た
。

③
三
年
生
：

ふ
じ
の
く
に
防
災
士
か
ら
ジ
ュ
ニ
ア
防

災
士
養
成
講
座
の
う
ち
の
自
主
講
義

コ
ー
ス
を
受
け
ま
し
た
。

④
避
難
訓
練
：

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
臨
時
情
報
発
表
を

想
定
し
て
、
地
震
が
起
き
る
前
に
運
動
場

に
避
難
す
る
訓
練
を
し
ま
し
た
。

⑤
引
き
取
り
訓
練
：

警
戒
宣
言
で
運
動
場
に
集
ま
っ
た
生
徒

を
、
保
護
者
に
引
き
渡
す
訓
練
を
し
ま
し

た
。

⑥
防
災
教
育
連
絡
会
議
：

南
中
が
広
域
避
難
所
の
指
定
に
な
っ
て

い
る
七
つ
の
自
治
会
・
町
内
会
の
担
当
者

を
集
め
、
避
難
所
運
営
の
際
の
役
割
を
確

認
し
ま
し
た
。

⑦
掲
示
物
の
設
置
：

命
を
考
え
る
日
ま
で
の
一
週
間
、
県
防

災
セ
ン
タ
ー
か
ら
レ
ン
タ
ル
し
た
巨
大
掲

示
物
と
、
市
か
ら
借
り
た
東
日
本
大
震

災
の
写
真
を
掲
示
し
ま
し
た
。

⑧
広
報
活
動
：

い
く
つ
か
の
報
道
関
係
者
が
取
材
に
訪

れ
ま
し
た
。
伊
丹
議
員
ら
二
人
の
県
議

会
議
員
が
見
学
さ
れ
ま
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａu

sed

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
販
売
が
開
か
れ

る
五
月
二
十
二
日
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
新
事
業
で
不

要
に
な
っ
た
制
服
や
ジ
ャ
ー
ジ
、
通
学
カ
バ

ン
な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
会

員
が
訪
れ
、
小
学
六
年
生
の
保
護
者
に
も

宣
伝
し
た
の
で
、
大
い
に
喜
ば
れ
ま
し
た
。

南
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
自
治
力

の
発
揮
で
す
。
収
益
金

十
二
万
円
は
部
活
動

の
県
大
会
以
上
の
旅

費
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

二
年
生
の
自
然
教
室
を
実
施
す
る

五
月
二
十
七
日
、
二
十
八
日
、
二
年
生
が

一
泊
二
日
で
下
田
市
で
海
の
自
然
を
満
喫

し
ま
し
た
。
ア
ジ
の
開

き
、
漁
船
乗
船
、
漁
港

散
策
な
ど
の
ほ
か
、

津
波
避
難
や
民
宿
の

方
と
の
ふ
れ
あ
い
な

ど
、
貴
重
な
体
験
を

し
ま
し
た
。
体
験
は

人
生
を
豊
か
に
し

ま
す
。

三
年
生
が
全
国
学
力
・学
習
状
況
調
査
を

受
け
る

五
月
二
十
七
日
、
三
年
生
が
全
国
学
力

学
習
・状
況
調
査
を
受
け
ま
し
た
。
今
年
の

教
科
は
国
語
と
数
学
で
す
。
三
島
市
の
中

学
生
の
平
均
正
答
率
は
、
毎
年
、
全
国
平

均
を
大
幅
に
超
え
て
い
ま
す
。
特
に
数
学
は

著
し
く
高
い
で
す
。

今
年
の
分
析
結
果
は

九
月
号
で
お
知
ら
せ

す
る
予
定
で
す
。

職
員
の
活
躍

○
竹
田
教
諭
が
安
全
健
康
部
長
と
し
て
、

五
月
八
日
、
土
曜
日
、
県
地
震
防
災
セ
ン

タ
ー
で
講
習
を
受
け
て
災
害
に
関
す
る
知

識
を
深
め
、
「命
を
考
え
る
日
」の
ま
と
め

役
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

○
臼
井
事
務
職
員
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
事
務
局
と
し

て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
運
営
委
員
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
部

を
担
当
し
、
南
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
新
時
代
に
向
け

て
改
革
す
る
た
め
の
援
助
役
と
し
て
活
躍

し
て
い
ま
す
。
南
中
独
自
の
取
組
で
す
。

六
月
の
主
な
行
事

２
・３
日

一
年
生

宿
泊
訓
練

山
梨
県

５
・６
日

陸
上

中
体
連
東
部
大
会

７
～
11
日

教
育
相
談

12
日

中
学
生
の
主
張
大
会

17
・
18
日

定
期
テ
ス
ト

18
日

特
別
支
援
学
級

な
か
よ
し
運
動
会

25
日

授
業
参
観

壮
行
会

部
活
動
参
観

26
・
27
日

中
体
連
市
内
大
会

七
月
の
主
な
行
事

１
日

一
斉
あ
い
さ
つ
運
動

１
日

二
年
生

交
通
安
全
教
室

３
・４
日

中
体
連

８
日

生
徒
会
選
挙

10
・
11
日

中
体
連

13
～
16
日

個
々
面
接

21
日

最
終
日

22
日

夏
季
休
業
開
始

29
～
31
日

吹
奏
楽
部
東
部
コ
ン
ク
ー
ル

当
校
の
教
育
に
つ
い
て
相
談
が
あ
る
方

は
、
遠
慮
な
く
教
頭
「皆
川
」ま
で
御
連
絡

く
だ
さ
い
。
電
話
番
号

９
７
５

０
９
８
０

ス
マ
ホ
で

ブ
ロ
グ
を

閲
覧
し
よ
う


